
続

・
新
出
の
六
十
l .

(
部
奉
納
経

小

　

山

　

正

　

文

当
研
究
所
の

「所
報
」
第
七
号
に
お
い
て
筆
者
は
、
天
文
二
十
三

(
一
五
五
四
)

年
の
六
十
六
部
奉
納
経
を
紹
介
し
心
心
、
そ
の
後
あ
ら
た
に
滋
賀
県
仏
縁
寺
に
も
学

界
未
知
の
六
十
六
部
奉
納
経
が
、
経
筒
と
共
に
遺
存
す
る
こ
と
を
龍
谷
大
学
の
平
松

(
2
)

令
三
氏
よ
り
教
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
筆
者
は
早
速
同
寺
に
お
も
む
き
そ
れ
ら
を
実
査

し
た
の
で
以
下
報
告
し
、
あ
わ
せ
て
管
見
に
入
っ
た
そ
の
他
若
干
の
六
十
六
部
史
料

を
紹
介
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

仏
縁
寺
は
滋
賀
県
東
浅
井
郡
浅
井
町
郷
野
に
あ
っ
て
真
宗
仏
光
寺
派
に
属
す
。
寺

伝
に
よ
る
と
も
と
天
台
宗
で
あ
っ
た
が
、
宝
徳
年
間

(
一
四
四
九
一
五
二
)
真
宗
に

改
宗
し
了
明
の
開
基
と
い
う
。
江
戸
時
代
の
も
の
な
が
ら
今
に
臨
終
仏

(阿
弥
陀
絵

像
本
尊
)
、
在
家
仏

(光
明
本
尊
)
を
伝
存
し
、
か
つ
て
は
絵
系
図
ま
い
り
も
行
わ

れ
た
当
地
方
独
特
の
宗
風
を
伝
え
る
村
落
寺
院
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
の
六
十
六

続

・
新
出
の
六
十
六
部
奉
納
経

-

部
奉
納
経
は

「法
華
経
」
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
書
写
年
代
も
の
ち
に
明
ら
か
と
な
る

ご
と
く
仏
縁
寺
が
真
宗
に
改
宗
し
た
と
い
う
宝
徳
以
降
に
当
て
ら
れ
る
点
な
ど
か

ら
、
元
来
こ
れ
が
同
寺
と
直
接
関
係
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
は
た

し
て

「滋
賀
県
の
地
名
」
に
よ
心
心
、
こ
の
経
を
納
め
る
大
永
三

(
一
五
二
三
)
年

銘
の
経
筒
は
、
仏
縁
寺
に
隣
接
す
る
柏
堂
神
社
の
所
伝
と
明
記
し
て
い
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
該
奉
納
経
が
、
仏
縁
寺
や
柏
堂
神
社
の
存
在
す
る
郷
野
の
地
に
か
か
わ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
、
動
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
歴
史
的
事
実
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
周
知
の
ご
と
く

「法
華
経
」
は
八
巻
二
十
八
品
よ
り
な
る
。
仏
縁
寺

現
蔵
の
六
十
六
部
奉
納

「法
華
経
」
も
書
写
当
初
は
、
当
然
全
八
巻
そ
ろ
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
永
年
の
間
に
糊
離
れ
や
虫
食
い
な
ど
に
よ
っ
て
失
わ
れ
、
今
は
わ

ず
か
に
巻
第

一
序
品
第

一
の
断
簡
五
十
九
律

(八

・
八
×
三
四

・
ニ
セ
ン
チ
)

　

「図

版

こ
、
同
巻
方
便
品
第
二
の
断
簡
百
二
十
七
に
」
(九

・
〇
×
六
八

・
六
セ
ン
チ
)
〔図

版
二
〕、
同
じ
く
方
便
品
第
二
の
断
簡
七
十
一浪

八̂
゜
八
〉〈三
八
・
九
セ
ン
チ
)
〔図

版
三
〕
、
巻
第
二
晋
喩
品
第
三
の
断
簡
七
心

(八

・
八
×
五

・
ニ
セ
ン
チ
)
〔図
版
四
〕
。
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入
し
て
い
る
大
永
三
年
銘
の
経
筒
が
現
存
す
る
こ
と
に
あ
る

〔図
版
七
〕
。
そ
の
経

筒
は
島
根
県
大
田
市
大
田
南
八
幡
宮
を
は
じ
め
全
国
各
地
か
ら
こ
れ
ま
で
に
二
百
四

十
点
以
上
も
確
認
さ
れ
て
い
る
室
町
後
期
十
六
世
紀
の
典
型
的
な
銅
製
円
筒
形
の
も

の
で
、
総
高
十

一
・
四
、
被
式
蓋
高

一
・
〇
三
、
同
径
四

・
七
六
、
筒
身
高
十

・
九

七
、
同
径
四

・
六
、
同
円
周
十
四

・
四
、
底
高
〇

・
三
〇
八
、
同
径
四

・
七
五
五
各

セ
ン
チ
を
計
測
し
、
筒
身
高
は
筒
身
径
の
約
二

・
三
倍
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
は

い
ず
れ
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
永
正
・
大
永

(
一
五
一
五
上

一三
)
年
間
期
に

(
10
)

お
け
る
六
十
六
部
奉
納
経
筒
の
規
格
に
よ
く
適
合
す
る
。

こ
の
経
筒
の
蓋
の
上
面
に
も
他
の
多
く
の
例
と
同
様
蓮
華
文
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る

〔図
版
八
〕
。
そ
れ
は
二
重
線
で
雲
状
に
縁
取
り
さ
れ
た
子
房
内
に
中
心

ヘ
ー
個
。

周
囲
に
五
個
と
八
個
の
総
計
十
四
個
の
蓮
子
を
置
き
、
子
房
の
外
線
に
接
し
て
単
弁

八
枚
を
配
し
、
そ
の
各
弁
に
は
五
本
の
線
が
入
り
、
さ
ら
に
弁
と
弁
の
間
に
三
な
い

し
四
本
の
線
を
刻
む
間
弁
八
枚
を
挟
み
、
そ
し
て
外
縁
に
添
っ
て
点
線
状
の
縁
取
り

が
な
さ
れ
る
と
い
う
形
式
の
も
の
で
あ
る
が
、
な
に
ぶ
ん
径
五
セ
ン
チ
弱
程
度
の
ふ

く
ら
み
を
も
っ
た
円
内

一
杯
に
そ
れ
を
刻
む
せ
い
も
あ
っ
て
、
全
体
に
精
緻
さ
が
な

く
力
強
さ
に
も
欠
け
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
み
難
い
。

銅
板
を
丸
め
た
筒
身
胴
体
部
の
接
合
は
、

一
セ
ン
チ
弱
の
舌
留
め
三
ヵ
所
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
お
り
、
底
部
も
筒
身
下
部
二
ヵ
所
か
ら
造
り
出
さ
れ
た
〇

・
六
セ
ン
チ

程
の
舌
を
別
鋳
の
円
形
底
板
切
り
込
み
穴
に
さ
し
入
れ
折
り
曲
げ
て
固
定
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
手
法
も
す
べ
て
型
に
は
ま
っ
た
当
時
の
や
り
方
で
あ
る
。

な
お
、
底
面
以
外
鍍
金
が
施
さ
れ
今
も
そ
れ
が
よ
く
残

っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
。

八

一

そ
し
て
巻
第
六
の
如
来
寿
量
品
第
十
六
、
分
別
功
徳
品
第
十
七
、
随
喜
功
徳
品
第
十

八
、
法
師
功
徳
品
第
十
九
の
一
4
　匹

(八

・
八
×
二
四
四

・
七
セ
ン
チ
)
〔図
版
五
〕

を
残
す
だ
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
困
難
な
復
原
作
業
の
結
果
明
ら
か
と
な
っ
た

〔追
記
参
照
〕
。
し
か
し
な
が
ら
六
十
六
部
回
国
聖
の
奉
納
経
は
、
経
筒
の
み
を
遺

存
し
て
中
味
の
経
巻
が
ほ
と
ん
ど
の
場
合
失
わ
れ
て
い
る
現
在
、
た
と
え
残
欠
本
で

あ
ろ
う
と
も
保
存
良
好
な
仏
縁
寺
の
そ
れ
は
、
ま
こ
と
に
貴
重
な
新
史
料
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
経
の
筆
者
な
ら
び
に
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
、

現
存
部
分
に
明
記
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
こ
の
す
ぐ
あ
と
で
触
れ
る
経
筒
銘
よ
り

そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

仏
縁
寺
奉
納
経
に
関
し
今

一
点
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
巻
第

一
序
品
第

一
の

断
簡
裏
面
に

「…
…
唱
殊
者
六
親
1　
属
乃
至
法
界
平
等

梨

益
…
…
」
と
い
う
文
字

が
み
え
て
い
る
事
実
で
あ
る

〔図
版
六
〕
。
こ
れ
は
写
経
者
の
願
意
の

一
端
を
示
す

没
却
し
が
た
い
裏
1　
で
あ
っ
て
、
さ
き
に
紹
介
し
た
天
文
二
十
三
年
奉
納
経
の
そ
れ

と
共
に
き
わ
め
て
珍
ら
し
い
実
例
と
い
ぇ
に
9
　。
残
念
な
が
ら
文
は
わ
ず
か
に
こ
の

数
文
字
し
か
残

っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
現
存
の
他
巻
に
も
こ
う
し
た
裏
書
は
な
い
の
で
、

筆
者
の
願
意
を
十
分
く
み
と
れ
な
い
面
も
あ
る
が
、
と
も
か
く
本
経
は
か
か
る
点
か

ら
も
今
後
注
目
す
べ
き
ひ
と
つ
の
史
料
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

仏
縁
寺
六
十
六
部
奉
納
経
の
価
値
を
な
お

一
層
高
か
ら
し
め
る
の
は
、
こ
れ
を
納

続

・
新
出
の
六
十
六
部
奉
納
経

一

一



八

二

「大
乗
妙
典
」
す
な
わ
ち

『法
華
経
』
を
文
字
通
り
六
十
六
部
書
写
し
、
そ
れ
を
全

国
六
十
余
州
の
霊
場
に
奉
納
し
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
の
名
を
記
す
経

筒
な
り
経
文
が
目
下
の
と
こ
ろ
お
の
お
の

一
点
の
み
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で

何
と
も
い
え
な
い
の
が
実
状
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
快
運
の
住
所
小
谷
に
は
、
神
亀
二

(七
二
五
)
年
泰
澄
大
師
開
基
と

い
う
真
言
宗
小
谷
寺
が
あ
り
、
同
寺
に
は
弘
長
三

(
一
二
六
三
)
年
銘
の
重
文
指
定

孔
雀
文
磐
、
天
正
四

(
一
五
七
六
)
年
、
同
十
九

(
一
五
九

一
)
年
の
秀
吉
文
書
も

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
に
よ
る
と
快
運
は
同
寺
の
住
僧
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

い
っ
ぽ
う
小
谷
と
い
え
ば
誰
し
も
想
起
す
る
の
が
、
有
名
な
戦
国
大
名
浅
井
氏
の
居

城
小
谷
城
で
あ
ろ
う
。
浅
井
長
政

(
一
五
四
五
-
七
三
)
の
祖
父
亮
政

(?
-

一
五

四
二
)
が
、
近
江
国
守
護
京
極
氏
の
内
紛
に
乗
じ
て
同
家
の
重
臣
上
坂
信
光
を
失
脚

さ
せ
江
北
統

一
に
成
功
し
た
の
は
、
実
に
快
運
の
経
筒
銘
と
全
く
同
じ
大
永
三
年
三

月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
象
の
背
後
に
思
い
合
せ
た
い
こ
と
は
、
薩
摩
の
同
じ

戦
国
武
将
島
津
忠
良

(
一
四
九
二
-

一
五
六
八
)
が
、
家
国
繁
興
長
久
の
た
め

『法

華
経
』
を

一
国
に
六
十
六
部
、
す
な
わ
ち
全
国
六
十
六
ヵ
国
に
総
計
四
千
三
百
五
十

六
部
、
巻
数
に
し
て
実
に
三
万
四
千
八
百
四
十
八
巻
も
の
そ
れ
を
神
力
な
る
聖
に
二

十
二
年
間
も
か
け
て
奉
納
回
国
さ
せ
た
史
実
で
心
匹
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、

あ
る
い
は
快
運
も
神
力
と
同
様
浅
井
亮
政
の
命
で
奉
納
回
国
の
行
脚
に
出
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
同
時
に
間
諜
の
任
務
も
背
負
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。
天
正
六

(
一
五
七
八
)
年
織
田
信
長

(
一
五
三
四
-
八
二
)
が
、
関
所
通

行
御
免
の
特
権
を
も
つ
高
野
聖
千
三
百
八
十
三
人
を
大
量
処
刑
し
た
の
も
、
彼
ら
の

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
四
号

内
部
納
入
経
巻
の
保
存
の
良
好
さ
と
相
侯
ち
本
経
筒
が
、
他
の
大
多
数
の
そ
れ
の
よ

う
に
野
外
の
納
経
施
設
や
土
中
に
埋
納
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
お

り
、
あ
る
い
は
初
め
に
も
記
し
た
柏
堂
神
社
の
本
殿
内
部
に
で
も
納
め
ら
れ
て
、
今

日
に
至

っ
た
こ
と
を
想
像
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
問
題
の
筒
身
面
に
陰
刻
さ
れ
て
い
る
銘
文
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
た

型
ど
お
り
の
内
容
な
が
ら
通
途
の
三
行
形
式
で
は
な
く
五
行
か
ら
な
り
、

一
部
異
体

文
字
も
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
ご
と
く
明
瞭
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

江
召
小
谷
住
聖
恨
運

　　

(伐
=
快
)

十
羅
刹
女

(梵
字
バ
ク
)
奉
納
大
乗
妙
典
六
十
六
部

三
十
番
神

大
永
三
年
ゼ
二
月
日

す
な
わ
ち
こ
の
銘
文
よ
り
本
経
筒
は
、
室
町
後
期
の
大
永
三

(
一
五
二
三
)
年
三

月
、
近
江
国
浅
井
郡
小
谷

(現
滋
賀
県
東
浅
井
郡
湖
北
町
小
谷
山
辺
)
に
居
住
し
て

い
た
六
十
六
部
奉
納
回
国
聖
の
快
運
が
、
奉
納
し
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
よ
う
。
こ
の
事
実
ほ
と
り
も
な
お
さ
ず
経
筒
内
に
納
入
の
前
記

「法
華
経
」

も
、
同
じ
こ
ろ
彼
の
手
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
点
で
、
右
の
銘
文

は
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
近
江
国
の
快
運
と
い
う
聖
名
は
、
当
時
の
六
十
六
部
史
料
に
出
て
く
る
出
雲

(
11
)

　　　　　　

(
12
)

国
の
快
俊
、
大
和
国
の
快
養
、
播
磨
国
の
快
円
、
紀
伊
国
の
快
賢
、
伊
賀
国
の
快
順

な
ど
と
類
似
し
て
い
て
興
味
深
く
何
か
関
係
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
彼
ら
が
実
際



う
る
か
と
思
う
。

ま
ず
第

一
は
山
口
県
新
南
陽
市
高
瀬
の
三
汲
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
天
文
二
十
四

(
一

五
五
五
)
年
の
銅
板
製
鍍
金
、
六
角
宝
憧
形
、
総
高
十

一
・
六
セ
ン
チ
と
い
う
経
筒

で
、
次
の
よ
う
な
銘
文
を
も
つ
。

十
羅
刹
女

　　

防
召
之
住
呂
善
慶

(釈
迦
坐
像
)

　

奉
納
経
王
六
十
六
部
聖

三
十
番
祁

　　

天
文
廿
四
年
今
月
日

第
二
は
や
は
り
三
汲
寺
所
蔵
の
も
の
で
、
総
高
十
ニ
セ
ン
チ
の
右
と
同
形
品
だ
が
、

(
16
)

紀
年
の
刻
入
を
み
な
い
。
ち
な
み
に
六
角
宝
憧
形
の
六
十
六
部
奉
納
経
経
筒
は
、
現

在
五
十
点
弱
ほ
ど
し
か
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
円
筒
形
経
筒
と
の
比
率
は

一
対

五
の
割
合
で
あ
る
か
ら
、
三
汲
寺
の
二
点
は
珍
重
す
べ
き
遺
品
と
い
え
よ
う
。

十
羅
刹
女

　　

武
召
之
住
了
光

(釈
迦
坐
像
)

　

奉
納
経
王
六
十
六
部

三
十
番
紳

　　

宿
年
今
月
日

第
三
は
同
じ
く
山
口
県
徳
山
市
長
穂
の
龍
文
寺
に
蔵
せ
ら
れ
る
三
汲
寺
経
筒
と
同

様
の
六
角
宝
憧
形
式
の
も
の
で
あ
る
が
、
仏
像
を
刻
ま
ず
代
り
に
梵
字

(バ
ク
)
を

入
れ
る
。
弘
治
二

(
「
五
五
六
」
年
の
銘
文
が
あ
り
、
十
万

五
セ
ン
チ
の
総
高
を

測
る
。

十
羅
刹
女

　　

越
後
國
住
侶
空
源

(梵
字
バ
ク
)

　

奉
納
大
乗
妙
典
六
十
六
部
聖

三
十
番
祁

　　

弘
治
二
年
今
月
日

八
三

中
に
隠
密
を
は
た
ら
く
者
が
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も

快
運
の
場
合
は
、
さ
き
に
み
た
納
入
経
巻
の
裏
書
よ
り

「
六
親
春
属
乃
至
法
界
平
等

梨

　

益
」
を
願
っ
て
の
奉
納
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
右
は
あ
く
ま
で
も
単
な

る
臆
測
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

な
に
は
と
も
あ
れ
か
く
の
ご
と
く
こ
こ
に
奉
納
年
月
、奉
納
聖
の
明
確
な
経
筒
が
、

全
巻
完
存
し
て
い
な
い
も
の
の
奉
納
経
と
共
に
新
し
く
出
現
し
た
こ
と
を
喜
び
、
こ

れ
が
今
後
六
十
六
部
史
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
幸
い
と
思

六
十
六
部
史
料
に
つ
い
て
は
、
東
海
大
学
教
授
関
秀
夫
博
士
の
二
大
労
作

「経
塚

遺
文
」
・
「経
塚
の
諸
相
と
そ
の
展
開
」
に
ほ
と
ん
ど
網
羅
さ
れ
て
い
て
、
わ
れ
わ
れ

は
多
大
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
後
も
新
史

料
が
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
だ
け
を
次
に
掲
げ

て
お
き
た

い
。

六
十
六
部
の
基
礎
的
史
料
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
奉
納
経
と
そ
れ
を
納
入
す
る
経

筒
に
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
す
で
に
紹
介
し
た
愛
知
県
本
鐙
寺
蔵
の
天
文
二
十
三

二

五
五
四
)
年
伊
賀
国
名
張
の
快
順
奉
納
経
と
今
回
の
滋
賀
県
仏
縁
寺
蔵
大
永
三

(
一
五
二
三
)
年
近
江
国
小
谷
の
快
運
奉
納
経
の
二
点
が
、
注
目
す
べ
き
新
出
史
料

で
あ
り
、
後
者
に
関
し
て
は
同
じ
く
右
仏
縁
寺
の
も
の
以
外
、
な
お
数
点
を
追
加
し

続

・
新
出
の
六
十
六
部
奉
納
経

一

一

一



八
四

知
れ
な
い
が
、
径
は
通
例
の
ご
と
く
四
セ
ン
チ
と
報
告
さ
れ
て
ぃ(馨

十
羅
刹
女

　　

越
前
住
善
良

(梵
字
バ
ク
)

　

奉
納
経
王

一
國
E
部

三
十
番
榊

　　

営
年
今
月
日

第
七
は
大
正
六

(
一
九

一
七
)
年
十

一
月
四
日
に
京
都
の
高
等
家
政
女
学
校
で
開

催
さ
れ
た

「第
三
回
大
蔵
会
陳
列
目
録
」
上
262
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
小
川
白
楊
氏
所

蔵
の
も
の
で
あ
る
。
高
三
寸

一
分

(九

・
ニ
セ
ン
チ
)
、
底
径
二
寸
四
分

(七

・
二

セ
ン
チ
)
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
円
筒
形
経
筒
と
分
る
が
、
底
径
は
事
例

に
照
し

一
寸
四
分

(四

・
三
セ
ン
チ
)
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。
銘
文
は
続
け
て
書
か
れ

て
ぃ
る
う
え
釈
迦
の
種
子

(バ
ク
)
も
み
な
い
が
、
復
原
的
に
示
し
て
お
く
。
現
在

所
在
不
詳
。

十
羅
刹
女

　　

佐
召
住
泉
蔵
坊

(梵
字
バ
ク
)

　

奉
納
経
王
六
十
六
部
聖

三
十
番
紳

　　

営
年
今
月
日

以
上
の
七
点
と
仏
縁
寺
の
一
点
を
加
え
た
計
八
点
が
、
・関
博
士
以
後
管
見
に
入
っ

た
六
十
六
部
聖
奉
納
経
筒
で
、
形
態
上
よ
り
み
る
と
六
角
宝
憧
形
式
の
も
の
が
三
点
、

円
筒
形
式
の
も
の
が
五
点
と
な
り
、
う
ち
紀
年
を
有
す
る
の
は
仏
縁
寺
の
大
永
三
(
一

五
二
三
)
年
円
筒
経
筒
、
勝
田
市
出
土
の
天
文
十

(
一
五
四

一
)
年
円
筒
経
筒
、
三

汲
寺
の
天
文
二
十
四

(
一
五
五
五
)
年
六
角
宝
憧
経
筒
、
龍
文
寺
の
弘
治
二

(
一
五

五
六
)
年
六
角
宝
憧
経
筒
の
四
点
で
あ
る
。
国
別
で
は
山
陽
道
の
周
防
、
東
山
道
の

近
江
、
東
海
道
の
武
蔵

・
常
陸
、
北
陸
道
の
越
前

・
越
後

・
佐
渡
と
な
る
が
、
こ
れ

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
四
号

第
四
は
茨
城
県
勝
田
市
馬
渡
の
大
沼
経
塚
遺
跡
よ
り
、
ご
く
最
近
発
掘
さ
れ
た
天

文
十

(
一
五
四

一
)
年
銘
の
円
筒
形
経
筒
で
あ
る
。
こ
の
経
塚
は
国
道
二
四
五
号
線

沿
い
に
あ
っ
て
二
基
よ
り
な
る
。
塚
は
お
の
お
の
四
角
形
で
十
四
~
五
メ
ー
ト
ル
四

方
も
あ
り
、
経
筒
は
二
号
塚
の
頂
上
よ
り
六
十
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
か
ら
出
土
し
た
。

青
銅
製
で
鍍
金
が
施
さ
れ
、
高
さ
約
十
セ
ン
チ
、
径
四

・
三
セ
ン
チ
。
蓋
に
は
宝
相

華
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
が

一
部
欠
損
す
る
。
内
部
に
は

一
巻
の
経
文
が
炭
化
し
た
状

態
で
泥
土
と
共
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
経
巻
は
次
掲
の
ご
と
き
経
筒

銘
よ
り

「法
華
経
」
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

十
羅
刹
女

　　

常
召
住
道
白

(梵
字
バ
ク
)

　

奉
納
大
乗
妙
典
六
十
六
部

三
十
番
紳

　　

天
文
十
年
八
月
日

第
五
は
や
は
り
茨
城
県
の
西
茨
城
郡
岩
瀬
町
飯
淵
よ
り
出
土
し
、
現
在
同
町
教
育

委
員
会
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
銅
製
円
筒
形
の
経
筒
で
、
総
高
十

・
ニ
セ
ン
チ
、
径

四

・
五
セ
ン
チ
。
銘
文
中

「十
羅
刹
女
」
の

「羅
」
、
「
三
十
番
神
」
の

「番
」
の
字

が
、
そ
れ
ぞ
れ
梵
字
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
の
は
大
変
珍
ら
し
い
。

十

(梵
字
ラ
)
刹
女

　　　

宿
是
住
詮
海

(梵
字
バ
ク
)

　

奉
納
経
王
六
十
六
部

三
十

(梵
字
バ
ン
)
1　

　　

営
年
今
月
日

第
六
は
同
じ
茨
城
県
東
茨
城
郡
小
川
町
山
野
犬
塚
前
九
五
六
よ
り
、

一
九

一
二
年

ご
ろ
に
発
掘
さ
れ
た
と
伝
え
る
銅
製
円
筒
形
の
や
は
り
無
紀
年
経
筒
で
あ
る
。
高
さ

ハ
セ
ン
チ
と
い
う
か
ら
、
他
例
に
比
し
や
や
低
い
ゆ
え
若
干
欠
損
部
分
が
あ
る
か
も



だ
け
地
理
的
に
離
れ
て
い
て
も
経
筒
の
形
式
、
銘
文
の
書
式
に
は

一
定
の
様
式
が
存

し
て
い
る
こ
と
が
分
り
、
回
国
聖
が
文
字
通
り
全
国
版
で
動
い
て
い
た
事
実
を
知
る

こ
と
が
で
き
て
興
味
尽
き
な
い
も
の
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

六
十
六
部
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、
奉
納
経
や
奉
納
経
筒
の
ほ
か
に
も
供
養
碑

や
笈
あ
る
い
は
納
経
請
取
状
な
ど
も
あ
る
の
で
、
若
干
目
に
つ
い
た
中
世
の
そ
れ
ら

に
つ
い
て
も
列
挙
し
て
お
こ
う
。

兵
庫
県
淡
路
島
の
千
光
寺
は
、
洲
本
の
淡
路
富
士
先
山
に
あ
る
島
内
き
っ
て
の
観

音
霊
場
で
、
延
喜
元

(九
〇

一
)
年
の
草
創
と
い
う
が
、
同
寺
に
は
今
も
鎌
倉
時
代

文
保
二

(
二
二
八
)
年
の
銘
を
有
す
る
納
経
鉄
塔
の
一
部
分
が
存
在
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
も
よ
く
分
る
と
お
り
、
早
く
よ
り
六
十
六
部
聖
が
回
国
納
経
す
る
霊
場
で

あ
っ
た
。
中
世
に
お
け
る
そ
う
し
た
同
寺
の
殷
賑
ぶ
り
は
、
千
光
寺
参
詣
曼
荼
羅
で

手
に
取
る
ご
と
く
み
る
こ
と
が
で
き
乱
万
、
興
味
深
い
の
は
そ
の
曼
荼
羅
下
方
の
釈

迦
堂
正
源
庵
境
内
に
た
つ
一
基
の
石
碑
で
あ
っ
て
、
碑
面
に
次
の
よ
う
な
銘
文
が
刻

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
十
六
部
聖
江
77
二

幻

(梵
字

　

胎
蔵
界
五
仏
)

大
永
六
丙
戌
十

一
月
吉
日

す
な
わ
ち
こ
れ
は
大
永
六

(
一
五
二
六
)
年
十

一
月
、
近
江
の
六
十
六
部
聖

一
幻

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
供
養
碑
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
、
絵
画
資
料
と
は
い
え
貴
重

な
も
の
と
い
え
よ
う
。

次
。に
あ
げ
て
お
き
た
い
の
は
、
六
十
六
部
聖
が
背
負

っ
た
笈
の
銘
文
で
あ
る
。
聖

続

・
新
出
の
六
十
六
部
奉
納
経

た
ち
は
回
国
の
さ
い
多
く
の
奉
納
経
筒
を
は
じ
め
め
仏
像

・
仏
具

・
仏
器

・
経
巻

・

縁
起
等
々
を
笈
に
入
れ
て
背
負
い
現
世
安
穏

・
後
生
善
処
を
願
い
つ
つ
何
千
里
も
の

道
を
歩
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
笈
が
さ
ま
ざ
ま
の
伝
説
と
共
に
今
も
各
地
に

い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
工
芸
品
と
し
て
非
常
に
す
ぐ
れ
た
作
品

も
す
く
な
く
な
い
。東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
木
製
黒
漆
塗
金
銅
板
装
塔
輪
宝
文
笈
(高

七
〇

・
〇
、
幅
五
六

・
七
、
奥
行
二
九

・
七
セ
ン
チ
)
も
そ
う
し
た
も
の
の
ひ
と
つ

で
、
次
掲
の
ご
と
き
墨
書
銘
よ
り
弘
治
二

(
一
五
五
六
)
年
の
も
の
と
知
ら
れ
重
要

(
25
)

美
術
品
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

十
羅
刹
女

　　

上
野
[
=
‐
]

　

〔左
側
面
墨
書
〕

(梵
字
バ
ク
)
奉
納
法
花
六
十
六
部

　

〔背
面
墨
書
〕

三
十
番
祁

　　

弘
治
二
年
八
月

　

〔右
側
面
墨
書
〕

六
十
六
部
聖
は
各
地
の
霊
場
に
納
経
を
済
ま
せ
る
と
、
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
請

取
状
を
寺
社
よ
り
も
ら
う
の
を
常
と
し
た
。
そ
れ
は
回
国
聖
に
六
十
六
部
経
の
奉
納

を
依
頼
す
る
施
主
や
旦
那
が
、
多
く
の
場
合
別
に
存
在
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
請
取
状
の
原
物
も
若
干
残
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
の

は
三
重
県
名
張
市
赤
目
町
長
坂
の
延
寿
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
永
禄
七
(
一
五
六
四
)

年
正
月
の
ま
こ
と
に
珍
重
す
べ
き
板
木
原
版
で
あ
る
。
同
院
は
赤
目
四
十
八
滝
の
あ

る
役
行
者
修
行
地
で
、
古
く
は
砂
金
山
黄
滝
寺
と
呼
ば
れ
、
鎌
倉
時
代
か
ら
六
十
六

部
経
が
奉
納
さ
れ
て
き
た
不
動
明
王
の
霊
場
と
し
て
著
聞
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い

る
。
版
木
は
縦
三
十
。
横
四
十
七
、
厚
五
セ
ン
チ
で
、
そ
の
全
文
は
次
の
通
り
で
あ

八

五



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
四
号

夫
以
営
山
者
大
聖
明
王
之
浄
刹
行
者
宣

瑞
之
開
基
也
魔
王
降
伏
法
場
鎮
護
國

家
勝
地
村
里
遠
而
鳥
無
傾
動
人
倫
離
乎

自
鳥
寂
静
是
以
仰
窺
青
山
巌
嘱
殉
含

空
裏
慧
日
伏
臨
黄
瀧
淵
冷
浩
吐
水
底

朗
月
普
賢
景
趣
自
然
刹
土
也
依
之

一
結

縁
之
族
預
生
々
加
護

一
敬
疆
之
輩
得

世
々
給
仕
肆
卜
奉
納
梵
閣
所
現
富
安

楽
就
中

一
國
陸
拾
六
部
希
代
不
可
思

議
伏
願
有
縁
無
縁
同
沫
経
王
法
雨
敷

心
蓮
有
情
無
情
等
蒙
法
華
力
用
遊

寂
室

悟

一
國
六
十
六
部
請
取
如
件

伊
賀
國
名
張
郡

　

黄
龍
山

永
0　
燦
年
E
正
月
吉
日

　　

別
営

(花
押
)

八
六

征
夷
大
将
軍
に
な
り
え
た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る

『六
十
六
部
縁
起
』
を
人
び
と
に

語
り
聞
か
せ
、
諸
国
勧
進
の
旅
を
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
説
話
は
室
町
時

代
前
半
に
成
立
し
た

『太
平
記
』
や

「三
国
伝
記
」
に
も
す
で
に
み
え
て
い
る
と
こ

ろ
な
の
で
、
お
そ
ら
く
そ
の
譚
の
源
泉
は
鎌
倉
末
期
に
ま
で
遡
及
し
、
東
国
出
身
の

(召

六
十
六
部
聖
た
ち
に
よ
っ
て
言
出
さ
れ
流
布
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
六
十
六
部
聖

は
い
う
ま
で
も
な
く
全
国
を
移
動
す
る
か
ら
、
彼
ら
が
使
用
す
る

『六
十
六
部
縁
起
』

も
内
容
的
に
似
て
非
な
る
本
が
い
く
つ
か
生
じ
て
も

一
向
不
思
議
は
な
く
、
げ
ん
に

中
世

・
近
世
の
も
の
を
含
め
次
の
四
、
五
種
類
の

『六
十
六
部
縁
起
』
が
確
認
さ
れ

て

い
る
。

⑦

　

『六
十
六
部
縁
起
』

日
光
市
輪
王
寺
に
室
町
中
期
を
降
ら
な
い
現
存
最
古
の
写
本
が
蔵
さ
れ
て
九
必
、
慈

眼
大
師
天
海

(
一
五
三
六
-

二
〈
四
三
)
の
蔵
本
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
横
浜
市
称
名

寺
の
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
に
も
、
天
海
蔵
本
の
後
半
部
分
と
若
千
字
句
的
異
同
が

み
ら
れ
る
も
同

一
内
容
・の
断
簡

一
紙
が
あ
っ
て
、
や
は
り
室
町
中
期
の
写
本
と
認
め

ら
れ
て
い
(J
°
金
沢
文
庫
で
は
こ
れ
を

『法
華
堂
縁
起
』
と
称
し
て
い
る
が
、
「六

十
六
部
縁
起
」
の
断
簡
と
す
る
の
が
正
し
い
。
ち
な
み
に
こ
の
断
簡
裏
面
に
は

「社

(
31
)

寺
交
名
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
正
し
く
は
「
六

十
六
部
国
付
納
所
付
」
と
で
も
称
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
⑦
は

古
態
を
残
す
中
世
の
重
要
な

「六
十
六
部
縁
起
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
直
接
同
じ
中

世
の

『太
平
記
』
や

『三
国
伝
記
』
に
と
ら
れ
て
い
る
六
部
縁
起
に
当
る
の
か
と
い

え
ば
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
と
思
う
。
つ
ま
り

六
十
六
部
納
経
聖
は
、
奉
納
す
る

「法
華
経
」
の
功
徳
利
益
の
広
大
な
る
こ
と
を

喧
伝
す
る
た
め
に
、
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝

(
一
一
四
七
-
九
九
)
の
前
生
が
、

頼
朝
坊
と
い
う
六
十
六
部
聖
で
、
彼
は
そ
の
回
国
納
経
の
善
根
に
よ
っ
て
、
今
生
で

四



さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
文
治
政
治
の
も
と
封
建
社
会
を
正
面
か
ら
批
判
で
き
な
か
っ

た
人
び
と
は
、
こ
の
期
に
お
け
る
農
業
生
産

・
商
品
経
済
の
発
展
に
伴
い
巡
礼
に
こ

と
よ
せ
て
の
回
国
納
経
の
旅
を
楽
し
ん
だ
と
し
て
も
不
思
議
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
こ
の

「縁
起
」
の
出
版
は
次
の
④
と
共
に
そ
う
し
た
要
望
に
応
え
る
形
の
も
の

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
も

「縁
起
」
の
作
者
が
④
や
○
に
近
い
東
国
下
野

の
人
で
あ
る
事
実
も
看
過
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本

「縁
起
」
の
刊
本
は
東
京

都
立
日
比
谷
図
書
館
加
賀
文
庫
、
大
谷
大
学
図
書
館
楠
邱
文
庫
に
そ
れ
ぞ
れ

一
本
が

蔵
せ
ら
れ
て
い
る
も
意
外
に
伝
本
が
少
な
い
。

(
y
一
)

　

「大
乗
妙
典
納
所
六
十
六
部
縁
起
」

本

「縁
起
」
は
元
禄
三

(
一
六
九
〇
)
年
に
初
版
が
印
行
さ
れ
、
そ
の
後
続
い
て
宝

永
五

(
一
七
〇
八
)
年
、
安
永
六

(
一
七
七
七
)
年
、
寛
政
五

(
一
七
九
三
)
年
、

文
政
五

(
一
八
二
二
)
年
、
同
八

(
一
八
二
五
)
年
と
何
度
も
版
が
重
ね
ら
れ
た
も

の
だ
が
作
者
は
不
詳
で
あ
る
。
こ
れ
も
○
と
同
様
回
国
納
経
者
用
に
刷
ら
れ
た
こ
と

は
、
「縁
起
」
の
後
に
「
一
国

一
宮
国
分
寺
霊
場
一
国
一二部
納
経
所
」
・
「西
国
三
十
三
所
」
・

「坂
東
三
十
三
所
」
・
「秩
父
掛
四
所
」
・
「
四
国
八
十
八
ヶ
所
」
・
「
日
本
二
十
二
社
」
・

「
日
本
五
山
」
・
「
日
本
大
山
」
・
「
日
本
大
川
」
・
「志
本
の
ミ
ち
ひ
の
事
」
・
「
日
本
海

陸
寒
暖
国
之
図
」
・
「十
句
観
音
経
」
等
々
を
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
十
分
窺
知

で
き
、
殊
に

「縁
起
」
本
文
右
横
に
平
仮
名
で
書
下
し
文
を
添
え
、
読
縁
起
調
と
し

て
い
る
点
に
そ
れ
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
頼
朝
の
転
生
譚
を
中
心
に
し
た

「縁

起
」
を
六
十
六
部
聖
が
読
み
上
げ
語
り
聞
か
せ
る
行
為
は
、
す
で
に
触
れ
た
と
お
り

中
世
以
来
の
伝
統
と
思
わ
れ
、
谷
本
は
端
的
に
そ
れ
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

八
七

中
世
成
立
の

「六
十
六
部
縁
起
」
に
も
さ
ま
ざ
ま
の
種
類
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

○

　

「六
十
六
5
縁
起
」

大
津
市
叡
山
文
庫
所
蔵
の

「法
則
集
」

(真
如
蔵
-
二
五
-

一
六
四
)
と
題
さ
れ
る

書
物
に
収
載
さ
れ
る
も
の
で
、
⑦
と
は
同
名
異
本
で
あ
る
。
こ
の

『法
則
集
』
は

「仏

生
会
讃
」
・
「炎
讃
」
・
「児
汀
法
則
」
・
「順
修
法
則
」
・
「観
音
入
仏
」
・
「不
動
入

仏
」
・
「薬
師
入
仏
」
・
「
六
地
蔵
讃
」
・
「橋
供
養
」
・
「鐘
楼
讃
」
・
「仏
名
経
法
則
」
・

「堂
供
養
井
王
五
尺
」
・
「塔
供
養
」
・
「常
行
三
昧
法
則
」
・
「法
花
三
昧
法
則
井
縁
起
」
・

「六
十
六
部
縁
起
」
の
十
六
章
か
ら
な
る
主
と
し
て
諸
法
要
の
表
白
文
集
で
。
中
に

常
陸
国
吉
田
郡
遠
厩
郷
西
光
寺
の
名
が
み
え
る
と
こ
ろ
よ
り
、
こ
れ
が
そ
の
地
方
で

集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
教
え
る
。
し
た
が
っ
て
所
収
の
「六
十
六
日

縁
起
」
も
同
じ
く
東
国
で
作
ら
れ
た
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
叡
山
文
庫
の
「法

則
集
」
は
浄
教
房
実
俊

(
一
六

一
八
-

一
七
〇
二
)

　

の
書
写
に
な
る
か
ら
、
「六
十

六
5
縁
起
」
も
当
然
か
れ
以
前
の
成
立
と
な
り
、
④
本
に
や
や
後
れ
る
室
町
末
期
ご

ろ
の
も
の
と
み
て
大
過
な
か
ろ
う
。

(
四
)

　

「日
本
回
国
之
縁
起
井
国
付
納
所
付
」

現
在
知
ら
れ
て
い
る
「六
十
六
部
縁
起
」
の
中
で
、
た
だ
ひ
と
つ
著
者
が
下
野
国
河

内
郡
新
里
村

(現
栃
木
県
宇
都
宮
市
新
里
町
)
の
住
人
念
西
と
分
る
も
の
で
、
十
八

(
34
)

世
紀
初
頭
に
大
坂
よ
り
版
に
付
さ
れ
た
。
刊
記
に

「大
坂
御
城
追
手
錦
町
弐
丁
目

菊
屋
勘
四
郎
板
行
」
と
あ
る
も
刊
年
を
持
た
な
い
。
し
か
し
版
元
の
菊
屋
勘
四
郎
は

他
刊
本
よ
り
元
禄

・
享
保
ご
ろ
に
出
版
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
っ
て
い
る
の

で
、
大
坂
を
中
心
と
す
る
上
方
の
元
禄
町
人
文
化
華
や
か
な
り
し
時
に
こ
れ
も
出
版

続

・
新
出
の
六
十
六
部
奉
納
経



八
八

い
注
目
す
る
の
も

一
案
で
あ
ろ
う
。
④

・
⑥
系
統
の

「縁
起
」
が
、
④

・
○
に
続
く

中
世
末
近
世
初
の
成
立
と
み
て
も
別
段
不
都
合
は
な
い
も
の
と
思
う
か
ら
で
あ
る

が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

以
上
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
『六
十
六
部
縁
起
』
に
つ
き
概
観
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

最
後
に
④
の
架
蔵
享
保
十
七
年
本
を
翻
刻
し
て
お
こ
う
と
思
う
の
で
、
そ
の
書
誌
を

簡
記
し
て
お
く
。

①
巻
冊
数

　　

一
巻

一
冊

②
成
立
時
期

　

中
世
末
近
世
初
期
ヵ

③
編
著
者
名

　

不
明

④
書
写
年
代

　

享
保
十
七

(
一
七
三
二
)
年

⑤
筆
者
名

　　

松
川
団
九
郎
ヵ

⑥
装
訂

　　　

袋
綴

⑦
表
紙

　　　

茶
系
色
布
製

(平
成
三
年
新
補
)

⑧
寸
法

　　　

縦
二
十
三

・
ハ
セ
ン
チ

　

横
十
六

・
四
セ
ン
チ

⑨
紙
数

　　　

十
二
枚

⑩
半
葉
行
数

　

五
行

⑩

一
行
字
数

　

士

丁
二
十
字

⑩
外
題

　　　

な
し

⑩
内
題

　　　

六
十
六
部
縁
起

⑩
首
題

　　　

日
本
回
国
六
十
六
部
縁
起

⑩
尾
題

　　　

な
し

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
四
号

第
四
刷
の
文
政
八
年
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
刊
記
が
あ
っ
て
、
⑥
本
と
同
じ
く
上

方
は
京
都
の
出
版
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
。
ち
な
み
に
大
谷
大
学
図
書
館
に
は
、

宝
永
五
年

・
文
政
五
年

・
文
政
八
年
の
各
刊
本
を
蔵
1
　J
。

元
禄
三
庚
午
歳
九
月
新
刻

文
政
八
乙
酉
歳
春
四
刻

京
都
室
町
四
条
下
ル
町

諸
宗
御
経
師
書
林

　

鈴
木
半
兵
衛

⑥

　

「
日
本
回
国
六
十
六
部
縁
起
」

近
世
に
お
け
る
「六
十
六
部
縁
起
」
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
何
も
(川)や
④
の
刊
本

だ
け
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
な
く
、
写
本
も
少
な
か
ら
ず
現
存
し
て
い
る
。
い
ま
管
見

に
入

っ
た
そ
れ
ら
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
大
谷
大
学
図
書
館
楠
邱
文
庫
の

「享
保
六
五

年
後
文
月
九
日
夜
戌
時
書
之
/
凛
ほ
七
イ
」
と
い
う
奥
書
を
有
す
る
享
保
六

(
一
七

二

こ

年
昶
、
こ
こ
に
翻
刻
す
る
架
蔵
の
享
保
十
七

(
一
七
三
二
)
年
本

〔図
版
九
〕
、

長
野
市
茂
菅
の
頼

朝

山

静

松

寺
蔵
の
天
保
十
三

(
一
八
四
二
)
年
昶
、
本
研
究

所
の
渡
追
信
和
氏
よ
り
恵
与
さ
れ
た
架
蔵
別
本

〔図
版
十
〕
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
刊
本
@
系
統
に
属
す
る
か
ら
異
本
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
が
、
さ
り
と
て
刊
本
を
直
接
写
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
も
字
句
の
異
同
よ
り
知
ら

れ
る
の
で
、
あ
え
て
別
立
し
た
次
第
で
あ
る
。

④

・
④
の
成
立
時
期
を
中
世
と
す
る
か
近
世
に
置
く
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
や
や
信
頼
し
が
た
い
記
述
な
が
ら
静
松
寺
の
天
保
十
三
年
本
に
天
正
十
五

(
一

五
八
七
)
年
の
本
が
破
損
し
た
た
め
再
写
し
た
と
い
う
奥
書
が
あ
る
こ
と
を
こ
の
さ



々

八
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⑩
転
声
等

　　

返
点

・
送
仮
名

・
振
仮
名
あ
り

⑩
奥
書

　　　

于
辰
享
保
十
七
摂
壬
子
八
月
諦
迅
写

書
置
茂
詐

と
な
連

や
筆
の
跡

吾
幻
し
筆
(千

歳
よ

⑩
備
考

　　　

内
表
紙
衷
に
次
記
の
ご
と
く
あ
り

越
後
国
蒲
原
郡
白
川
郷
水
原
河
北
勝
田
村

松
川
団
九
郎
用
之

本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
龍
谷
大
学
の
平
松
令
三
氏
、
大
谷
大
学
の
名
畑
崇
氏
、

東
海
大
学
の
関
秀
夫
氏
、
実
践
女
子
大
学
の
牧
野
和
夫
氏
、
同
朋
大
学
の
小
島
恵
昭

氏
、
同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
の
渡
辺
信
和
氏
、
滋
賀
県
仏
縁
寺
の
角
川
誠
氏
、

三
重
県
延
寿
院
の
松
本
篤
明
氏
等
々
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表

し
欄
筆
す
る
。

上
段
左
の

「春
華
秋
月
抄
」
は
、
「春
華
秋
月
抄
草
」
の
誤
り
で
あ
る
か
ら
訂
す
。

(
2
)

　

一
九
九

一
年
八
月
八
日
、
当
研
究
所
の
小
島
憲
昭
所
員

・
渡
追
信
和
研
究
員
の
両

氏
と
共
に
実
査
し
た
。

(
3
)

　

下
中
邦
彦

「日
本
歴
史
地
名
大
系
」
二
五

　

一
九
九

一
年
二
月

　

平
凡
社

　

九
七

〇
頁
。

二
四
頁
三
行
目
上
二
六
頁
一
二
行
目
。

六
六
頁
七
行
目
~
九
八
頁
九
行
目
。

一
一
四
頁
五
行
目
~

一
三
二
頁
八
行
目
。

一
三
四
頁

一
行
目
~

一
〇
行
目
。

岩
波
文
庫
本

「法
華
経
」
上

八

4
W

註

(
9
)

　

六
十
六
部
奉
納
経
に
こ
の
よ
う
な
願
意
文
を
し
た
た
め
て
い
る
例
と
し
て
は
、
享

禄
二

(
一
五
二
九
)
年
の
下
野
国
壬
生
住
僧
静
遍
奉
納
経

(栃
木
県
下
都
賀
郡
石

橋
町
橋
本
念
仏
原
鎧
塚
出
土
)、
永
禄
五

(
一
五
六
二
)
年
の
雲
州
之
住
華
重
房
奉

納
経

(島
根
県
安
来
市
飯
生
町
愛
宕
山
出
土
)
が
存
す
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

関
秀
夫

「経
塚
遺
文
」

　

一
九
八
五
年
九
月

　

東
京
堂
出
版

　

二
六
三
頁

・
三
〇

一

~
二
頁
。
関
秀
夫

「経
塚
の
諸
相
と
そ
の
展
開
」

　

一
九
九
〇
年

一
月

　

雄
山
閣
出

版

　

四
五
三
頁

・
四
五

一
頁
。

(
10
)

　

松
原
典
明

「
六
十
六
部
聖
の
奉
納
経
筒
に
み
る
規
格
性
に
つ
い
て
I
大
田
南
八
幡

宮
奉
納
経
筒
を
中
心
と
し
て
1
」
(「M
U
S
E
U
M
」
四
六
〇
)
一
九
八
九
年
七
月
。

言
)

　

註
9
の

「経
塚
遺
文
」

　

二
二
五
頁

こ
二
〇
五
頁

・
三

一
〇
頁
。

同

「経
塚
の
諸
相
と
そ
の
展
開
」

　

四
ニ

ー
頁

・
四
三

一
頁

・
四
三
二
頁
。

(
19
一
)

　

註
1
の
拙
稿
に
同
じ
。

(
13
)

　

泰
円

「日
新
菩
薩
記
」
(「戦
国
史
料
叢
書
I
島
津
史
料
集
-
」
所
収
)

(
14
)

　

五
来
重

「増
補
=
高
野
聖
」

　

一
九
七
五
年
六
月

　

角
川
書
店

　

二
六
八
頁
。

(
15
)

　

内
田
仲

「山
口
県
の
金
石
文
」

　

一
九
九
〇
年
六
月

　

マ
ツ
ノ
書
店

　

八

一
頁
。

(
16
)

　

同
右

　

八
二
頁
。

(
17
)

　

関
秀
夫

「経
塚
の
諸
相
と
そ
の
展
開
」
四
三
八
頁
に
円
筒
形
経
筒
の
遺
物
二
三
六
点
、

四
四

一
頁
に
六
角
宝
栓
形
経
筒
の
遺
物
四
三
点
と
あ
る
か
ら
、
お
よ
そ
こ
の
よ
う

拙
稿

「新
出
の
六
十
六
部
奉
納
経
」
(「同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
報
」
七
)

　

一

九
九

一
年
五
月
。

な
お
、
本
誌
を
借
り
て
右
拙
稿
の
補
訂
を
行

っ
て
お
く
。
八
頁
上
段
右
の
茨
城
県

玉
造
町
出
土
の
経
筒
銘
は
。
左
の
鹿
児
島
県
加
世
田
市
出
土
の
そ
れ
と
全
く
同
文

で
あ
る
こ
と
が
左
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
の
で
訂
正
す
る
。

関
秀
夫

「経
塚
と
そ
の
遺
物
」

　

(「日
本
の
美
術
」
二
九
二
)

　

一
九
九
〇
年
九
月

至
文
堂

　

六
五
頁
。

同
じ
八
頁
の

〔第

一
巻
裏
書
〕
の

「快
口
」
は
、
「快
印
」
と
判
読
す
る
。

一
〇
頁

続

・
新
出
の
六
十
六
部
奉
納
経

八
九

八

1
W

心

7
心

々々

八

8
W

下

　

一
〇
頁
一

一
二
六
頁
。



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
四
号

な
割
合
と
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
傾
向
は
十
六
世
紀
の
流
行
期
に
お
い
て
も
変
ら

な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

(
18
)

　

註
16
に
同
じ
。

(
19
)

　

「月
刊
文
化
財
発
掘
出
土
情
報
」

　

一
〇
七

　

一
九
九

一
年

一
一
月

　

ジ
ャ
パ
ン
通
信

社

　

三
〇
頁
。

(
20
)

　

栃
木
県
立
博
物
館

「中
世

へ
の
旅
-
聖
と
俗
の
あ
い
だ
で
I
」

　

一
九
九
〇
年

一
〇

月

　

栃
木
県
立
博
物
館

　

一
一
六
頁
。

(
21
)

　

「小
川
町
史
」
上
巻

　

一
九
八
二
年
三
月

　

二
〇
〇
頁
。

(召

　

大
蔵
会

「大
蔵
会
展
観
目
録
」

　

一
九
八

一
年

一
一
月

　

文
華
堂
書
店

　

六

一
頁
。

(召

　

大
阪
市
立
博
物
館

「社
寺
参
詣
曼
荼
羅
」

　

一
九
八
七
年

一
二
月

　

平
凡
社

　

一
四

六
頁
。

(苔

　

こ
れ
が
今
も
現
存
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
未
調
で
あ
る
。
な
お
近
世
に
お
け
る

こ
う
し
た
六
十
六
部
聖
供
養
碑
は
、
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
で
み
ら
れ
る
。

(
25
)

　

東
京
国
立
博
物
館

「東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
‐
仏
具
篇
1
」

　

一
九
九
〇
年
六

月

　

東
京
美
術

　

番
号
四
四
六
。

(
26
)

　

延
寿
院
副
住
職
松
本
篤
明
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

(召

　

「六
十
六
部
縁
起
」
に
つ
い
て
は
次
の
諸
論
が
詳
し
い
。

⑥
湯
之
上
隆

「中
世
回
国
聖
の
一
形
態
1
金
沢
文
庫
古
文
書
五
二
四
五
号

「社
寺

交
名
」
を
め
ぐ
っ
て
1
」
(「東
海
地
方
の
前
近
代
的
交
通
形
態
と
地
域
構
造
の
特

質
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

　

昭
和
六
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告

書
)

　

一
九
八
五
年
。

⑧
湯
之
上
隆

「頼
朝
転
生
譚
の
生
成
-
唱
導
説
話
形
成
の
一
駒
-
」
(「静
岡
県
史

研
究
」
四
)

　

一
九
八
八
年
三
月
。

○
小
嶋
博
巳

「研
究
ノ
ー
ト

　

六
十
六
部
に
関
す
る
二
、
三
の
覚
書
」
(「生
活
文

化
研
究
所
年
報
」

　

一

)

　

一
九
八
七
年
五
月
。

⑩
小
嶋
博
巳

「六
十
六
部
縁
起
と
頼
朝
坊
廻
国
伝
説
-
六
十
六
部
研
究
ノ
ー
ト
・

そ
の
ニ
ー
」
(「生
活
文
化
研
究
所
年
報
」
二
)

　

一
九
八
八
年
二
月
。

⑥
小
嶋
博
巳

「頼
朝
坊
の
笈
と
そ
の
掟
書
一
六
十
六
部
研
究
ノ
ー
ト
・
そ
の
三
!
」

九
〇

(「生
活
文
化
研
究
所
年
報
」
四
)

　

一
九
九
〇
年

一
一
月
。

⑥
牧
野
和
夫

「叡
山
文
化
の
一
隅

〈海
彼
敦
煌
並
び
に
民
間
信
仰
の
影
〉
-
掌
篇

類
の
紹
介
」
(「叡
山
の
文
化
」
所
収
)

　

一
九
八
九
年
六
月

　

世
界
思
想
社

　

九
八

~

一
〇
八
頁
。

○
矢
野
恒
雄

「
日
本
回
国
六
十
六
部
聖
の
研
究
-
牟
礼

こ
二
水
村
を
中
心
に
I
」

(「長
野
」

　

一
五
七
)

　

一
九
九

一
年
五
月
。

⑧
小
林
計

一
郎

「善
光
寺
と
六
十
六
部
」
(「長
野
」

　

一
五
七

　

一
九
九

一
年
五
月
。

(
28
)

　

左
の
図
録
に
そ
の

一
部
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

佐
野
美
術
館

「頼
朝
と
鎌
倉
文
化
」

　

一
九
九

一
年

一
〇
月

佐
野
美
術
館

三
三
頁
。

(
29
)

　

こ
れ
の
本
文
は
註
27
⑧
お
よ
び
⑤
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
30
)

　

「金
沢
文
庫
古
文
書
」
九

　

仏
事
篇
下
所
収

　

文
書
番
号
六
七
七
九
号
。

(
31
)

　

金
沢
文
庫
古
文
書
番
号
五
二
四
五
号
。

(
32
)

　

渋
谷
亮
泰

「器
天
台
書
籍
綜
合
目
録
」
下

　

一
九
七
八
年
六
月

　

法
蔵
館

　

一

一

四
六
頁
下
。

(
33
)

　

「縁
起
」
の
全
文
は
註
27
面
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

(
34
)

　

関
秀
夫

「経
塚
の
諸
相
と
そ
の
展
開
」

　

五
五
五
頁
。

(
35
)

　

「國
書
總
目
録
」
六

　

一
九
六
九
年
四
月

　

岩
波
書
店

　

三
七
九
頁
。

(
36
)

　

図
書
番
号

　

余
大
八
〇
六

一

(
37
)

　

註
35
に
同
じ
。

(
38
)

　

図
書
番
号

　

余
大
三

一
五
二

(宝
永
五
年
本
)
・
余
小

一
四
九

(文
政
五
年
本
)
・

余
大
七

一
一
五

(文
政
八
年
本
)
。

註
27
⑩
に
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
宝
永
五
年
本
、
文
政
五
年
本
の
読
み
下
し
文
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

(
39
)

　

図
書
番
号

　

宗
大

一
一
七
三
三
。

(
40
)

　

註
27
⑥
参
照
。

〔追
記
〕
断
簡
状
の
仏
縁
寺
奉
納
経
は
、
そ
の
ご
巻
第
六

・
巻
第

一
・
巻
第
二
の
順
で
巻
物

化
さ
れ
た
由
を
ご
住
職
角
川
誠
氏
よ
り
う
け
た
ま
わ
っ
た
。
保
存
の
途
が
構
じ
ら
れ
た
こ

と
を
読
者
と
共
に
よ
ろ
こ
び
た
い
。



ゑ
ん

ぎ

六
十
六
部ふ
縁
起

( 2表)

( 1表)

日
本
同
國
六
十
六
罷
縁
起

ヒ
ソ
カ
ニ
ヲ
モ
ン
ミ
ル
ニ

　　　　　

ヘ
ン
グ
ン

　

シ

ユ

　

タ
マく

　　

ウ
ケ

犠

　　

以

六
道
四
生
息
現
之
衆
生

間

難
レ
受
人

カ
タ
キ

　

ア
イ

　　　　　　　

ア

ニ

　　　　　　

ヤ

身
難
レ
偶
如
来
″
正
法
也
豊
北
三
誠
得
一反
常
住

ク
(

　

ジ
ツ

　　　

ヒ
ラ
キ

ソ
ノ
ニ

不
同
「
妙
法
心
苓

一
実
中
道
之

登
レ
薗
大
覚

ラ
ウ
ゼ
ン
タ
ル

　　　

シ

ユ
ヘ
ン

　

カ
イ
ノ
ウ
カ
ヒ

腿

然

穐
″
月
周
遍
法

界

浮

レ
水
二
皆
ナ
自
性

ア
キ

シ
ン

　　

ギ

　　　　　　　　　

ミ
ヤ
ウ

大
政
不
思
議
之
妙
教
也
黍
モ
大
乗

妙

経
者
三
世
諸

ク
(
イ

　　　　　　　　　

ジ
キ

仏
之
出
世
″
本

懐

也

一
切
衆
生
成
仏
之
直
道
也

ソ
モ
く

　　　　　

ラ
ン
ジ
ヤ
ウ
ヲ

　　　

ジ
ク

　

セ
ウ

抑
廻
国
尋
祀
濫
腸

一西
天
竺
迦
葉
尊
者
法
花

デ
ン

　　

ボ
ン

　　　　　

キ
ヤ
ウ
ノ
イ
(
ヤ
ニ

妙
典
書
二
梵
字

一
納
ぶ
実

業

　

帰

一其
後
竜
樹
菩

( 1裏)

九

一

続

・
新
出
の
六
十
六
部
奉
納
経

越
後
國
蒲
原
郡
白
川
郷
水
原
河
北
勝
田
村松

川
團
九
郎
用
之

薩
鉦
量
壽
経
怜
二叫
國
経
↓崎
y行
き
彭
且
羅
但

( 2裏)



( 3表)

( 4表)

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
四
号

九
二

・

( 3裏)

( 4裏)

三
蔵
写
つ
妙
典
灘
字
一安
二
影
ス白
馬
寺
一ズ
善
道
和

尚
名
ご
同
国
一始
。y
行
玉
。
本
朝
大
日
如
来

因

二
御
示
現
一

名
二
同
国
修
行

一始
匹
。
天
智
天
皇

一行
イ
給
八
其
後
文
武

天
皇
行
″給
慈
覚
大
師
磯
紺
院
。1　″
彫
二
結
ご
草

庵
づ
天
長
六
年
六
月
十
日
始
い
之

一
千
日
″
間
六
時
行
″
給

故
二
天
人
来
下
シ
孔
づ
否
不
死
甘
露
づ
鐙
如
法
如
説

之
妙
行
閻
浮
提

中
チ
第

一
″
善
願
廣
大
無

返
之
徳
本
也
日
本
文
武
天
皇
″
御
宇
迪
(
三
十

ト
テ
チ
ョ
ク
/

　

ギ

　　　

ナ
ス

三
ケ
国
也
除
。
小
国
也
神

勅

二
行
基
菩
薩

一焉
二
六
十

六
箇
國
↓
然
。
者
五
幾
内
五
グ
国
表
ご
五
智
″
如
来
う

中
國
十
六
ケ
国
(
奉
J
十
六
善
神
十
六
大
菩
薩
づ
関
東
ハ
グ

X

　　

タ
イ

　　　

ヤ
ウ
マ
ン

ダ

ラ

　

ッ
ク

シ

國
’
表
・J
胎
蔵
界
八
葉
曼
荼
羅
う
筑
柴
九
ケ
国

表
ご
金
剛
界
九
9　
″
曼
荼
羅
一
四
国
四
ケ
国
表
二
多
聞

・

持
国

・
増
長

・
廣
目
一南
海
道
六
ケ
国
表
二
六
観
音
一東

海
道
十
五
ケ
国
表
二
弁
才
天
十
五
童
子
一
北
陸
道
七
ケ

国
八表
二
過
去
七
佛
ど
う
か
(表
二
佛
法
僧
ゴ
ニ宝
づ
天
智
天
王

始
給
以
来

績

而
白
道
上
人
行
観
上
人
三
光
上
人
慈
覚

大
師
自
川
夫
。
頼
朝
坊
奉
レ
納
所
之
妙
典
六
十
六
艶
之
願

主
也
日
本
国
中
廻
國
修
行
之
依
ご大
功
徳
一肌
二噺
二善
本
う

不
レ
歴
二
多
劫
多
生
一今
現
ご
新
二
日
本
太
守
開
基
大
将



マ

シ
ホ

　　

ゴ
ン
ノ

　

カ
子
フ
サ

廣
坊
今
関
塩
十
郎

権

守
兼
房
三
番
武
蔵

今
武
蔵
坊
弁
慶
是
也
四
番
重
宅
坊
今
鈴
木

三
郎
重
家
是
也
五
番
吉

盛

坊
今
伊
勢
三
郎

吉
盛
是
也
六
番
清
重
坊
今
駿
河
次
郎
清
重

是
也
七
番
常
陸
坊
今
常
陸
坊
海
存
也
八
番
弘

経

坊
今
源
八
兵
衛
弘
経
是
也
九
番
兼
高
坊
今
鷲
尾

十
郎
兼
高
也
十
番
法
界
坊
今
片
岡
八
郎
法
界
也

十

一
番
次
信
坊
今
佐
藤
四
郎
次
信
也
十
二
番
忠
信
坊

今
佐
藤
三
郎
忠
信
也
十
三
番
二
重
清
坊
今
亀
井

六
郎
重
清
也
此
拾
三
人
之

逆

縁
聖
り
頼
朝
坊

一
味

軍
右
兵
衛
佐
源
″
頼
朝
↓
旦
那
吉
平
卜
云
者
指
レ
笈
″
奇

進
又因
う
其
縁
一・今
現
留
凛
か
義
平
↓
又
中
宮
″
云
人

御
経

荘

鼓
之
旦
那
タ
リ
今
中
宮
″
太
夫
進
朝
長
卜
生

是
也

備

レ
膳

之
旦
那
平
太
夫
者
今
大
膳
″
太
夫
廣

元
是
也
去
者
本
願
主
頼
朝
坊
共
二
以
上
十
六
人
也
内

順

縁

聖
弐
人
有

則

時
正
坊
今
北
条
″
四
郎
遠
江

守
時
正
是
也
同
聖
景
時
坊

一
銭
半
紙
之
依
レ
為
二

勧
進
″
聖

一
焉

二
侍
イ
惣
司

一梶
原
平
三
景
時
是
也

此
逆
縁
聖
。
有
丿
十
三
人
一壱
番
者
義
経
坊
源
氏

大
将
太
夫

判
官

九
郎
義
経
卜
現
ジ
給
二
番
者
兼

( 6表)

( 5表)

九
三

続

・
新
出
の
六
十
六
部
奉
納
経

( 5裏)

( 6裏)



( 7表)

( 8表)

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
四
号

九
四

( 8裏)

( 7裏)

ホ
ロ
ポ
ス

亡

　

二
義
経
一事
是
前
生
之
顕
・J
因
果
一所
也
去
者
逆

ヲ
ウ
シ
ョ
ヒ
ラ

　　　　　

タ
チ
タ
テ

縁
聖
十
三
人
奥
易
平
泉
″
庄
。
高
舘
建
二
御
所

一意
。

コ

ス

(

　　　

ア
ラ
(
ス

　　　　　　　　　

コ
2
’

一
う
守
二
護
者
義
経
づ
露
二
悪
因
悪
報
一所
也
此
又

ツ
ナ
ヨ
リ

近
江
国
″
住
人
佐
々
木
四
郎
高
綱
従
二
鎌
倉
殿
一

日
本
半
国
之
″匹
ダ
御
代
官
う雖
友
卜諸
国
諸
士

シ
タ
カ
(

　　　　　　　　

ク
マ

ノ

ナ

　

ヤ

マ

不
レ
随

二
下
知
一依
レ
之
二
熊
野
那
智
山
二

七
日
有
丿
参

ロ
ウ

　　　　　　　

マ
ン
ズ
ル

　　

キ
ャ
ウ

　

ヒ

リ
ウ

篭
二
此
事
深
ク
所
作
満

夜
之

暁

天
飛
龍
権
現

ジ

ゲ
ン
ニ

御
示

現

云
ク
所
望
不
レ
可
レ
叶
自
り
是
閲
東
伊
豆
二

タ
シ
カ
ニ

　　　　　

レ
イ

ム

　

コ
ウ
ム
リ

下
向
。
可
二
百
日
参
篭
一
認

可
に
卜
有
レ
具
夢
一
蒙

二
御
示
現
一

ア
カ
ツ
キ

自
W
t
間
東
伊
豆
下
″
奉
二
参
篭
一営
丿
七
十
三
夜
一
暁
神

カ

コ
ク
ニ

　　　　　　　　

ヲ
イ
テ

　　　

ア

同
心
西
国
三
十
三
箇

国
奉
レ
納
御
経
然
二
於

二
中
国
安

キ
ノ

　

イ
ツ
ク
シ
マ
ニ

　　

ケ
イ

　

ト

　　　　　

ナ
ス

　　　

ロ
ン

藷
国

戴

嶋

一義
景
坊
与
二
景
時
坊

一1
　
二
大
口
論

一

ウ
シ
ナ
フ

本
願
主
頼
朝
坊
″
背
二
下
知

一大
願

失

二
本
意

一束
シ

コト
く
二
(タ
ス

三
十
三
ヶ
國
不
に
納
二
御
経

一敗
二
於
東
國
武
蔵
国

書

　

果

二

其
身
づ自
射
I
『
也
畷
友
ト
ー度
ノ結
縁
依
“不
吋
一対

本
願
頼
朝
ご
所
二生
ル為
い制
I
平
家
″悪
行
祉
彫

道
″
耕
二
大
将
軍
一
天
下
泰
平
諸
願
成
就
″
部
也
去
程
二

ヲ
コ
シ

　　　　　

シ
ノ
ギ

　　

セ
ン
カ
ク

　　　　

ツ
イ

バ
ツ

　

コ
ウ
テ
キ

登
二兵
西
国
一
凌
二山
川
岳
多
悪
難
一追
二爵
。強
敵
こ亙

セ

ツ

　　　　

サ
カ

ロ

　　　　　

ト

四
國

一時
於
う
掃
州
渡
5
一逆
縫
″
故
義
経
与
梶
原
ト

ナ
ス

　　　　　　　　　

コ
ン

　　　　　　

ザ
ン
グ
ン

焉
二
口
論

一依
二
其
意
恨

一
景
時
頼
朝
江
後
言
シ
終
二



國
登
丿
高
野
山
百
態

一
生
一也
爰
又
武
蔵
国
住
人
秩

(
タ
ケ

　　

シ

　　

シ
ケ
タ

ー

　　

(
ヂ

父
畠

山
庄
司
次
郎
重
忠
前
生
蜂
也
頼
朝
坊

経
納
書
写
之
時
大
ナ
、
能
叫
飛
ビ
束
り
硯
″
J叫
渡
ル
料

紙
路

機

其
時
筆
″
軸

　

擾

不
二
思
奇

一被
二
打
刹

一

深
ク聡
二貳
似
一踏
機
足
″球
里
キ
″則
チ経
文
″字
唾
二1　紳

シ

　

ギ

ギ

　

ゼ

フ

　

ポ
ン

　

シ
ヤ
ウ

之
力
巍
々
如
是
普
門
品
之

唱

文
一一依
二
其
″
功
徳

一
今
生
丿

重
忠
一然
二重
忠
過
去
″依
丿縁
倒
二頼
朝
一有
時
班
番

ロ

　　　

ナ
リ

　　

ス
カ
タ
ト

之
時
右
弓
子
細
一将
軍
夢
J
重
忠
心
引
見
一為
二
女
姿

一

部
1
奇
り
給
重
忠
不
“
知
二
其
心
一
思
フ
是
レ
平
家
ノ
郎

等
悪
七
兵
衛
景
清
可
レ
成
頃
日
取
り
分
ケ
穿

レ
君
″
由

新

　

示

云
ク
汝

所
望
不
レ
可
レ
叶
其
故
’
頼
朝
前
生
同
国

聖
″
時
法
花
六
十
六
艶
之
内
三
十
三
茲
雖
レ
有
二
助
成

一心

願
奇

進

御
経
七
部
也
不
レ
満
二
二
十
六
部
″
願
一’故
二
諸
候

人
民
不
レ
随
(
其
燈
搦
者
伊
豆
″
川
ぶ
大
キ
成
ル
塚
有
レ
之

束
八
月
朔
日
雷
電
震
動
、y
大
風
大
洪
水
″
時

彼
ノ塚
可
・劾
を
づ然
ル
ニ其
時
厠
塚゙
ヲ可
・魏
明
六七
槌
司

彼
丿
即
一如
レ
件
彼
″
塚

崩

裂

塚
″
内
有
二
銅
″
筒

一筒
″
中
頼

朝
坊
旦
那
帳
有
り
帳
面
奉
レ
納
法
花
六
十
六
部
″
内

七
部
之
旦
那
近
江
国
之
住
人
有
二
高
綱

一前
生
″
宿
業

拙
キ
恨
。、子
息
千
法
師
七
歳
″
時

譲

レ
家
登
心
紀
伊

(10表)

( 9表)

九
五

続

・
新
出
の
六
十
六
部
奉
納
経

(10裏)

( 9裏)



海
な
き
(

也
何
様
女
猷
≒
彭
″ボ
゛
君
ッ
思
吋
謀
リ
ト
奉
匹
討
事
是
悪
縁

ロ

ケ
ン

　　　　　　　

チ

グ

　　

ケ
チ

悪
報
露
顕
所
也
去
程

一
度
値
遇

一
度
結
縁
不

ク
チ

　　　　　　　

イ
ン

　

ク
(

レ
朽
生
々
世
々
之
善
因
善
果
悪
因
受
つ
悪
果
一依
レ
去
修

丹
波
ミ
ー
さ
か

あ
ふ
ミ
ぢ
や
美
の
ひ
だ
信
濃
甲
斐
の
国
上
野

大
佛
果
也

得
″大
部
仁
現
在
″が
っ二悪
因
一悉
ク副

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
四
号

九
l _

(12表)

ヤ
マ
ト

イ

ガ

　　

ツ
ク

シ

山
城
大
和
伊
賀
河
内
筑
紫

ふ
筑
後

(11表)

に
納
″
御
経

ス
キ
タ
リ

　　

パ

ラ

ミ
ツ

　　　　　　　　

ウ
タ
カ
イ
ト
コ
ロ

過

　

二
五
波
羅
蜜
″
行
.一一皆
ナ
人
無
レ
疑

處

レ
奉

ゲ
ン
ト
ウ

　　　　　

カ4
ヤウ

　　

ヶ
ツ
ヂ
ヤ
ウ
ト
ク
ダ
ツ

　

ラ
ク

現
営
二
世
″
大
願
皆

令

満
足
決

定

得
脱
安
楽

ジ

ザ
イ

　　

ナ
イ

シ

ホ
ウ
カ
イ

　

ド
ウ

　

ヤ
ク

自
在
者
也
乃
至
法
界
平
等
利
益

千
歳
よ

(12裏)

(11裏)

野
州
(
是

(
海
な
し

二
無
上
道

一

右
大
将
頼
朝
不
思
不
覚

逆
縁
報

了

業
根
二
至
。
迪
上

品
上
生
″
蓮
畳
。
成
ホ
正
覚
也
然
二
同
國
納
経
″
功
徳

無

量

無
逼
″
大
徳
不
レ
霊
妙
経
也
五
十
展
韓

功
徳

于
辰
享
保
十
七
積
壬
子
八
月
諦
迅
寫

書
置
茂
眸
と
な
連
や
筆
の
跡

吾
幻
し
筆
(

右
之
國
海
な
く
し
て
山
国
な
り


